
交 通 の 案 内

　祭り期間中は、佐原本宿地区を中心に 10 時から
22 時まで交通規制が行われます（詳細 2 ページ）
のでご注意ください。
　また、佐原河川敷緑地にお祭り臨時大駐車場を用
意していますので利用ください。
■シャトル船
　小野川水門から中橋まで、
シャトル船が運航（有料）さ
れます。臨時大駐車場から祭
りの中心まで運行するシャト
ル船。船から祭りの山車を見
物できるかもしれません。
　なお、祭り期間中は小野川
水門が利用できなくなりま
す。利用者の皆さんのご協力
をお願いします。
☆シャトル船の運航時間＝ 9 時 �0 分〜 21 時
☆水門の閉鎖時間＝ 8 時〜 22 時
問い合わせ　　商工観光振興課　☎ (50)1212
■循環バス運行ルート変更
　祭り期間中の交通規制に伴い実証運行中の循環バ
ス市街地運行ルートを次のとおり変更します。
・「牧野」と「忠敬橋」のバス停留所では、乗降で
きません。
・市街地の運行は、「県立病院」〜「佐原駅」〜「市
コミュニティセンター」〜「（大戸方面）佐原郵便
局入口・（北佐原方面）寺田橋」となります。
・その他のバス停留所は通常どおり運行し、発着時
刻の変更はありません。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
問い合わせ　　自治振興課　☎ (50)1201

　

近
く
な
の
に
ま
だ
行
っ
た
こ

と
が
な
い
。
そ
ん
な
市
内
の
ス

ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

﹁
近
く
へ
行
き
た
い
﹂。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、本
宿
・

八
坂
神
社
の
祇
園
祭
で
す
。
約

3
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統

的
な
祭
り
が
7
月
14
日
㈮
か
ら

16
日
㈰
ま
で
の
3
日
間
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
も
勇
壮
な
山
車
が

夏
の
訪
れ
と
﹁
粋
﹂
を
伝
え
ま

す
。（
関
連
記
事
2
ペ
ー
ジ
）

佐原の大祭夏祭り
佐原本宿地区

　

利
根
川
舟
運
に
よ
り
発
展
し
た
小

江
戸
佐
原
。
そ
の
隆
盛
ぶ
り
は
山
車

の
豪
華
な
飾
り
物
を
見
て
も
う
か
が

い
知
れ
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
山
車
や
飾
り

物
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
祭
り
は
引

き
継
が
れ
、
佐
原
の
大
祭
に
は
豪
華

な
飾
り
物
を
つ
け
た
山
車
が
、
日
本

三
大
ば
や
し
の
一
つ「
佐
原
ば
や
し
」

の
調
べ
に
の
っ
て
盛
大
に
曳
き
廻
さ

れ
ま
す
。
昼
の
豪
快
な
曳
き
廻
し
や

山
車
の
前
で
踊
る
手
古
舞
、
夜
に
入

る
と
提
灯
、
ぼ
ん
ぼ
り
に
灯
が
と
も

り
、
歴
史
あ
る
祭
り
は
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
ま
す
。

行
き
交
う
大
人
形

　

祭
り
見
物
の
中
心
は
、
小
野
川
周

辺
で
す
。
今
年
も
、
新
宿
側
の
川
岸

通
り
を
大
人
形
を
飾
っ
た
本
宿
の
山

車
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

山
車
は
、
忠
敬
橋
か
ら
小
野
川
沿

い
の
本
宿
側
を
下
り
、
開
運
橋
か
ら

新
宿
側
を
忠
敬
橋
ま
で
上
り
ま
す
。

小
野
川
沿
い
を
行
き
交
う
山
車
の
姿

は
、
佐
原
の
大
祭
の
魅
せ
場
で
す
。

神
輿
の
渡
御

　

神み
こ
し
　
と
ぎ
ょ

輿
の
渡
御
は
、
最
終
日
16
日

の
11
時
ご
ろ
に
八
坂
神
社
を
出
発
。

今
年
は
本
川
岸
区
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。

お
祭
り
の
案
内

　

曳
き
廻
し
コ
ー
ス
や
現
在
地
の
説

明
な
ど
お
祭
り
の
案
内
は
、
佐
原
町

並
み
交
流
館
の
お
祭
り
本
部
で
行
い

ま
す
。

各
種
広
場
を
特
設

　

香
取
街
道
沿
い
に
は
、
各
種
広
場

が
特
設
さ
れ
ま
す
。

◯
お
ま
つ
り
広
場

　

各
町
若
連
が
手
踊
り
や
佐
原
ば
や

し
を
披
露
。
会
場
内
に
は
休
憩
施
設

が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
軽
飲
食
物
の
販

売
も
行
わ
れ
ま
す
。

☆
郷
土
芸
能
の
披
露 

14
日
〜
16
日　

随
時　

各
町
若
連
に

よ
る
手
踊
り

15
日　

11
時
30
分
〜
、
13
時
〜
、
14

時
30
分
〜　

牧
野
下
座
連
（
香
取
市
）

16
日　

14
時
30
分
〜
、
16
時
〜
、
17

時
15
分
〜　

潮
風
會
囃
子
連
（
潮
来

市
）

◯
に
ぎ
わ
い
広
場

　

小
江
戸
三
市
・
水
郷
三
都
な
ど
の

テ
ン
ト
や
休
憩
施
設
が
設
け
ら
れ
ま

す
。

◯
ふ
る
さ
と
テ
ン
ト
村

　

ふ
る
さ
と
産
品
育
成
事
業
に
よ
る

芋
菓
子
や
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
に
よ

る
農
産
物
や
農
産
加
工
品
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
す
。

小
野
川
に
下
座
舟
運
航

　

小
野
川
で
は
、
サ
ッ
パ
舟
に
乗
っ

た
下
座
連
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
「
佐

原
ば
や
し
」
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。　

15
日　

14
時
30
分
〜
17
時

羽
根
川
芸
座
連
（
香
取
市
）

16
日　

13
時
〜
17
時

江
寺
芸
座
連
（
潮
来
市
）
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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

■
山
車
会
館

　

夏
祭
り
期
間
中
、 

開
館

時
間
を
20
時
30
分
ま
で
延
長

し
ま
す
。

山
車
の
入
れ
替
え

　

山
車
会
館
に
展
示
し
て
あ

る
本
宿
の
山
車
の
入
れ
替
え

を
17
日
㈷
に
行
い
ま
す
。

　

仁
井
宿
区
（
鷹
）
に
変
わ

り
、
船
戸
区
（
神
武
天
皇
）

が
1
年
間
展
示
さ
れ
ま
す
。

■
伊
能
忠
敬
記
念
館

　

夏
祭
り
期
間
中
（
15
〜
16

日
の
み
）、
開
館
時
間
を
18

時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
伊
能
忠
敬
旧
宅
は
通
常
ど

お
り
16
時
30
分
ま
で
の
開
館

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
振
興
課　

☎
（50）
1
2
1
2

水
郷
佐
原
山
車
会
館

☎
（52）
4
1
0
4

伊
能
忠
敬
記
念
館　

☎
（54）
1
1
1
8

見どころ

豪
快「
の
の
字
廻
し
」

　

今
年
は
�
年
に
1
度
の
「
本
祭
」
の
年
。

15
日
に
は
10
時
か
ら
山
車
の
巡
行
、
15
時
�0

分
か
ら
は
、「
の
」
の
字
を
書
く
よ
う
に
山

車
を
回
転
さ
せ
る
、
の
の
字
廻
し
が
お
ま
つ

り
広
場
前
交
差
点
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
人
形

を
飾
っ
た
10
台
の
山
車
が
魅
せ
る
豪
快
な
の

の
字
廻
し
は
必
見
で
す
。
の
の
字
廻
し
を
披

露
し
た
山
車
は
香
取
街
道
に
整
列
し
、
18
時

20
分
に
年
番
引
継
行
事
を
行
い
、
曳
き
別
れ

と
な
り
ま
す
。
21
時
か
ら
は
八
坂
神
社
裏
で

年
番
前
後
三
町
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

豪
快
な
の
の
字

廻
し
を
披
露
す
る
山
車

（
昨
年
の
夏
祭
り
）

▼



広報 22006年（平成 18年）7月 1日

　…佐原区事務所　　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

　

去
る
3
月
27
日
に
香
取
市
が

誕
生
し
、
ま
さ
に
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

た
っ
た
わ
け
で
す
が
、
社
会
情

勢
は
国
・
地
方
と
も
大
き
な
変

革
の
流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
上

向
き
に
な
っ
て
き
た
と
は
言

え
、地
方
経
済
は
ま
だ
厳
し
く
、

雇
用
の
確
保
な
ど
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
各
自
治
体

に
は
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任

の
も
と
今
以
上
に
行
財
政
基
盤

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
自
治
体
行
政
は
、
積

極
的
か
つ
自
立
的
な
地
域
づ
く

り
の
主
体
と
し
て
の
役
割
が
一

層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
は
、
価
値
観
の
変
貌
の

中
で
「
地
域
の
存
在
感
と
個

性
」・「
郷
土
愛
の
醸
成
」・「
地

域
の
自
立
」
と
い
っ
た
課
題
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や

市
民
の
意
思
に
基
づ
く
新
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
市
政
を
運

営
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
運
営
の
3
つ
の
柱

　

市
政
を
運
営
す
る
に
あ
た

り
、
3
つ
の
柱
を
基
本
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

①
市
民
参
加
型
の
分
か
り
や
す
い
市
政

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
合
併
後
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
不
安
を
取
り

除
く
た
め
、
市
民
の
立
場
か
ら

「
分
か
り
や
す
く
」
そ
し
て
「
公

平
で
公
正
な
行
政
運
営
」
を
心

が
け
ま
す
。

　

新
市
建
設
計
画
で
は
、
基
本

理
念
と
し
て
「
協
働
・
自
立
の

ま
ち
」
を
掲
げ
て
お
り
、
住
民

と
行
政
が
心
を
合
わ
せ
、
共
に

築
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
自

立
し
た
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な

ど
、
市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報

提
供
に
よ
り
、
行
政
情
報
の
共

有
化
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
市
民
参
加
を
促
進

し
、
市
民
主
役
の
分
か
り
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

②
早
期
の
一
体
性
の
醸
成

　

合
併
後
の
懸
案
事
項
に
取
り

組
む
一
方
、
新
市
建
設
計
画
に

基
づ
く
各
種
施
策
や
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
が
、
と
り
わ

け
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
創
造

と
地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
こ
の

ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
香
取
市

と
し
て
の
一
体
感
を
日
々
の
生

活
の
中
で
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
合
併
協

議
に
関
係
し
た
議
会
や
行
政
と

市
民
と
で
は
、
合
併
に
対
す
る

意
識
に
も
相
違
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
行
事
な
ど
へ
の

参
加
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
「
香
取
は
ひ
と
つ
」

で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
一

体
感
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
直

接
関
わ
る
職
員
間
の
早
期
一
体

化
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
職
員
相
互
で
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
役
所
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
職
員
の
意
識
改
革

と
併
せ
、
市
民
か
ら
見
て
分
か

り
や
す
い
組
織
に
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
財
政
基
盤
の
強
化

　

現
在
、
地
方
自
治
体
は
極
め

て
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

反
面
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
や
教

育
、さ
ら
に
は
環
境
対
策
な
ど
、

行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中

で
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
厳
し
い
環
境
下
に

あ
る
農
業
・
商
業
な
ど
を
基
幹

産
業
と
す
る
本
市
と
し
て
は
、

地
域
の
活
性
化
対
策
も
急
務
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
行
政
需
要
へ
の
対

応
を
図
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
財
政
基
盤
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
は
、
最
大
の
行

財
政
改
革
の
手
段
で
す
が
、
本

市
の
場
合
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

合
併
協
議
の
場
に
お
い
て

も
、
常
に
財
政
問
題
が
議
論
の

対
象
と
さ
れ
て
き
た
と
聞
い
て

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
市
建
設
計
画
に
掲

げ
ら
れ
た
事
業
を
着
実
に
実
現

す
る
に
は
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
べ
く
財
源

の
重
点
配
分
と
予
算
の
効
率
的

な
執
行
が
必
要
不
可
欠
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
行
政
姿
勢
の

下
で
、
新
市
建
設
計
画
を
基
本

に
、
選
挙
公
約
で
も
申
し
上
げ

て
き
た
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
ま
ち
」「
地
域
に
密

着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

推
進
」「
徹
底
し
た
情
報
開
示

に
よ
る
市
政
の
改
革
」
そ
し
て

「
経
済
振
興
に
よ
る
産
業
の
発

展
」
の
4
点
を
重
点
施
策
と
し

て
、市
民
の
皆
さ
ん
が
「
元
気
・

活
気
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【行政情報】

小 野 川

河川敷お祭り
臨時大駐車場

ＰＰ河 川 敷
緑 地

小野川水門閉鎖
14日〜16日 8時〜22時

シャトル舟乗り場
9時�0分〜21時

佐原中市役所

新橋

シャトル舟乗り場
9時�0分〜21時

開運橋

中橋
共栄橋

萌陽高

にぎわい広場

テ
ン
ト
村

敬
宅

忠
旧忠敬記念館

町並み交流館
お祭り本部

幼稚園 小学校
佐香江橋 牧野橋

山車会館

GS

八坂神社

一の
鳥居

佐原高

浄国寺

夜には小野川
沿いはライトア
ップされます

国 道 3 5 6 号 線

の

★

★★

裁判所

の
お
ま
つ
り
広
場

★

元
気
・
活
気 

を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

市
長
所
信
表
明
（
要
旨
）

　

平
成
18
年
6
月
香
取
市
議
会
第
1
回
定
例
会
が
6
月
16
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
宇
井
市
長
は
、
市
政
運
営
の
所

信
を
表
明
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
会
に
理
解
と
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

祭り期間中の交通規制など

　

水
稲
の
病
気
を
予
防
し
害
虫
を
防
除
す
る
た
め
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
（
有
人
・
無
人
）
に
よ
る
農
薬
の
航
空
防

除
を
行
い
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
戸
を
閉
め
て
、
井
戸
に
は
フ
タ
を
す
る

○
散
布
中
は
外
出
し
な
い

○
洗
濯
物
は
、
散
布
終
了
後
に
干
す

○
万
一
、
農
薬
が
か
か
っ
た
場
合
は
、
衣
服
を
洗
濯
し

体
は
石
鹸
な
ど
で
洗
い
、
自
動
車
は
、
す
ぐ
に
洗
車
す

る○
散
布
終
了
後
か
ら
1
週
間
は
、
水
田
に
入
ら
な
い
よ

う
に
す
る

○
散
布
か
ら
5
日
間
程
度
は
、
排
水
・
か
け
流
し
を
行

わ
な
い

　

な
お
、
使
用
農
薬
な
ど
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
天
候
（
雨
・
霧
・
風
）
に
よ
り
順
延
に
な
る
場
合
は
、

防
災
行
政
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
稲
の
農
薬
航
空
防
除
実
施

■実施予定日や対象地区など
自治区

小
見
川
区

山
田
区

栗
源
区

佐
原
区

方法

無人
ヘリ

有人
ヘリ

無人
ヘリ

有人
ヘリ

7 月 1� 日㈭

7 月 14 日㈮

7 月 15 日㈯

7 月 16 日㈰

7 月 15 日㈯

7 月 20 日㈭

7 月 22 日㈯

5 時

10 時

5 時

10 時

5 時

10 時

〜

〜

〜

予定日 時間

豊浦新田地区周辺と豊浦岡田耕地
および上小堀・新福寺周辺の区域

住金団地東側と新開町から阿玉川地先までの黒部川
両岸に面した区域と西地区の谷津地区一帯の区域

西地区から下小川までの黒部川に面した耕地一帯と
八日市場地先および北地区の小堀川周辺の区域

東地区の阿玉川を除いた区域と南地区全域

山田区全域（住宅地および幹線

道路沿いの無人ヘリ区域を除く）

栗源区全域

東大戸、瑞穂、新島、北佐原、香西地区

対象地区 問い合わせ

かとり農業協同組合

小見川経済センター

☎（82）140�

　農政課

☎（82）1116

　産業振興課

☎（78）1051

　産業振興課

☎（75）2114

香取農業共済組合
☎（54）5611
　農業振興課
☎（50）1211

4 時
�0 分

10 時
〜

わくわく広場

規制区域（車両通行止め）

14 日〜 16 日 10 時〜 22 時

のの字廻し会場

問い合わせ　　商工観光振興課　☎（50）1212

▲市議会で所信表明をする宇井市長

忠敬橋
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交
通
省
か
ら
は
、

⑴
レ
イ
ク
ス
手
前
の
旧
佐
原
市
、

旧
小
見
川
町
、
旧
山
田
町
、
旧

栗
源
町
の
一
部
で
、
一
部
の
航

空
機
の
通
過
高
度
が
低
下
す
る
。

⑵
高
度
の
低
下
に
よ
り
、
騒
音

値
が
若
干
増
加
す
る
こ
と
が
あ

る
、
大
き
な
騒
音
影
響
は
な
い

と
予
測
し
て
い
る
。

⑶
離
陸
機
に
つ
い
て
は
、
変
更

は
な
い

と
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

確
認
書
の
締
結

　

市
は
、
そ
の
後
国
土
交
通
省

と
具
体
的
な
協
議
を
行
い
、
平

成
18
年
3
月
2
日
、
県
と
共
に

航
空
機
騒
音
の
低
減
な
ど
に
つ

い
て
国
土
交
通
省
が
誠
実
に
対

応
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
飛
行

高
度
の
変
更
を
了
承
す
る
意
見

書
を
国
土
交
通
省
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
意
見
書
を
踏
ま
え
、
更

に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
下
記

の
内
容
で
6
月
20
日
、
国
土
交

通
省
、
県
、
市
お
よ
び
成
田
国

際
空
港
株
式
会
社
の
4
者
で
確

認
書
を
締
結
し
、7
月
11
日
（
予

定
）
か
ら
高
度
の
変
更
を
実
施

国
土
交
通
省
か
ら
の
説
明

●
南
風
時
の
北
側
か
ら
の
着
陸

は
、
現
在
茨
城
県
の
通
称
「
レ

イ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
」（
下
図
参

照
）
で
6
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約

1
8
3
0
メ
ー
ト
ル
）
以
上
か

ら
1
本
の
飛
行
経
路
で
行
っ
て

い
ま
す
。

●
近
年
、
成
田
空
港
の
需
要
の

増
加
に
よ
っ
て
航
空
交
通
量
が

増
加
し
、
こ
れ
を
さ
ば
く
た

め
に
着
陸
機
が
大
回
り
を
し
た

り
、
空
中
待
機
す
る
こ
と
に
な

り
、
到
着
機
の
遅
延
な
ど
航
空

機
の
運
航
が
非
効
率
に
な
る
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
こ
の
た
め
レ
イ
ク
ス
ポ
イ
ン

ト
に
お
い
て
2
0
0
0
フ
ィ
ー

ト
引
き
下
げ
た
4
0
0
0

フ
ィ
ー
ト
（
約
1
2
2
0
メ
ー

ト
ル
）
以
上
か
ら
の
着
陸
経
路

を
追
加
し
、
現
在
1
本
の
茨
城

県
上
空
の
着
陸
ル
ー
ト
を
上
下

2
本
に
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
効
率
的
な
運
用
を
図
り
た

い
。

市
へ
の
影
響

　

市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
国
土

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【行政情報】

　

平
成
17
年
11
月
に
国
土
交
通
省
か
ら
、
成
田
空
港
へ
の
北
側
か
ら
の
着
陸
機
の
飛
行
高
度
の
変

更
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

市
と
し
て
も
成
田
空
港
と
の
共
存
、
共
栄
の
観
点
か
ら
了
承
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

飛
行
高
度
が
変
更

7
月
11
日
㈫
か
ら
実
施
予
定

　現在、成田市の旧大栄町区域の市外局番は「0478 局」ですが 10 月 1 日㈰、
零時過ぎからは「0476 局」となり、成田市全域が市内通話扱いとなります。
　このため、香取市内から旧大栄町区域へのダイヤル方法も現在は市外局番が
不要ですが 10 月 1 日㈰、零時過ぎからは市外局番が必要となり通話料金も市
外通話料金となります。また、これに伴い旧大栄町区域の市内局番も「70 局」
が「49 局」に変わります（「73 局」はそのままです）。

問い合わせ　成田市企画課合併対策室　☎ 0476(20)1500

変更後

0476-73- △△△△
0476-49- △△△△

変更前

0478-73- △△△△
0478-70- △△△△

旧大栄町区域の市外局番が
「0476」に変わります

合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

2　

国
土
交
通
省
お
よ
び
成
田
国

際
空
港
株
式
会
社
は
、
飛
行
高
度

変
更
の
前
後
に
騒
音
実
態
調
査
を

行
い
、
県
お
よ
び
香
取
市
に
調
査

結
果
を
報
告
・
説
明
す
る
と
と
も

に
、
騒
音
値
・
飛
行
コ
ー
ス
な
ど

に
つ
い
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

方
法
で
公
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

3　

関
係
機
関
は
、
騒
音
実
態
調

査
の
結
果
、
必
要
な
場
合
は
、
常

時
騒
音
測
定
局
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
香
取
市
が
行
う
地
域
振
興

策
・
環
境
対
策
の
充
実
お
よ
び
消

防
防
災
体
制
の
強
化
に
協
力
す
る

こ
と
と
す
る
。

4　

国
土
交
通
省
お
よ
び
成
田
国

際
空
港
株
式
会
社
は
、
今
後
の
航

空
機
や
管
制
の
技
術
の
進
展
を
踏

ま
え
、
香
取
市
に
お
け
る
騒
音
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

5　

確
認
書
の
履
行
に
伴
い
必
要

と
な
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
が
適
時
協
議
す
る
。

1　

千
葉
県
上
空
の
飛
行
高
度

は
、
離
着
陸
時
を
除
き
6
0
0
0

フ
ィ
ー
ト
以
上
を
基
本
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
空
港
北
側
よ
り
着
陸

す
る
航
空
機
の
香
取
市
上
空
の
飛

行
高
度
6
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
以
上

を
4
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
以
上
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
混
雑
な
ど

に
よ
っ
て
航
空
管
制
上
必
要
な
場

標
準
到
着
経
路　
　
　
　
　

      

面
的
運
用

（
合
併
前
の
市
町
村
名
で
表
示
）

旧大栄町区域の市外局番が
「0476」に変わります

香取市「市章」にあなたの意見を
　香取市の市章デザインを募集したところ、全国から
1927 点もの応募作品が寄せられました。この中から 5作
品が市章選定委員会において選定されました。
　今回、この 5作品についてアンケート調査を実施し、そ
の結果を参考とします。
■アンケート実施方法　各区事務所ホールなどに候補作品
を掲示しますので、備え付けのアンケート調査用紙に必要
事項を記入し、アンケート回答箱へ投函ください。
■対象者　香取市在住の人
■選定基準　
○「香取市」のイメージにふさわしいか
○「新鮮さ」「個性」があるもの
○よく見かけるマークと印象が似てないか
■実施期間　 7月 10日㈪～21日㈮  8時 30分～17時 15分
■その他　 回答は、1人 1通のみ
問い合わせ　総務課　☎ (50)1200

119番通報が困難な人に
専用ファックス設置

聴覚障害者等緊急通報ファックス 

　市と消防本部では、聴覚や音声言語などに障害があり、
救急や火災などの 119 番通報が困難な人のために、専用
ファックスを消防署に設置しています。利用には事前に登
録が必要です。
■対象　身体障害者手帳の聴覚障害 2・3級または、音声・
言語機能障害をお持ちの人。
■手続き　お住まいの区事務所障害者福祉担当窓口で、身
体障害者手帳・印鑑を持参の上、届け出ください。
問い合わせ　健康福祉課　☎ (50)1252
　　　　　　　福祉推進課　☎ (50)1208　
　　　　　　　健康福祉課　☎ (82)1115　
　　　　　　　健康福祉課　☎ (78)2114　
　　　　　　　健康福祉課　☎ (75)3000

　 井戸水の衛生管理　
　衛生的で安全な飲み水は、私たちの生活や健康のために
欠くことのできないものです。飲み水として井戸水を利用
している人は次のことに注意して、衛生的な管理に心掛け
てください。
○コップに水を採って、色、濁り、においなどに異常がな
いか、点検しましょう
○井戸や貯水タンクの周りの点検、清掃を行い、清潔に保
ちましょう
○井戸水が飲用に適するかどうか、年 1 回水質検査を受
けましょう
 なお、水質検査は保健所で行っています。不明な点は相
談ください。
問い合わせ

香取健康福祉センター健康生活支援課　☎ (52)9161
生活環境課　☎ (50)1248

問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課　

☎
（50）
1
2
0
6

︿
確
認
書
の
内
容
﹀
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香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

【まちかど通信】

▲能の太鼓を体験する子どもたち

の幼虫元気に育て
小学生ホタルの幼虫を放流私

区の活性化に毎月開催
小江戸佐原の骨董市地

　

能
楽
体
験
や
薪
能
、
狂
言
を
楽
し
む　
　

能
Ｂ
Ｏ
Ｒ

Ｄ
Ｅ
Ｒ
が
6
月
10
日
、
星
の
森
野
外
ス
テ
ー
ジ
（
神
生
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
の
部
で
開
か
れ
た
能
楽
体
験
講
座
に
は
、
市
内
小

中
学
生
と
保
護
者
1
5
0
人
が
参
加
。
能
楽
師
の
指
導

に
よ
り
、
結
婚
式
で
お
な
じ
み
の
﹁
高
砂
﹂
を
み
ん
な

で
謡
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
代
表
が
笛
や
太
鼓
な
ど

能
で
使
用
す
る
楽
器
を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。
保
護

者
か
ら
は
﹁
子
ど
も
た
ち
が
日
本
の
伝
統
芸
能
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
し

た
﹂
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
で
は
、能﹁
羽
衣
﹂と
狂
言﹁
清
水
﹂が
上
演
さ
れ
、

約
6
0
0
人
の

観
客
が
薪
を
燃

や
し
た
明
か
り

が
醸
し
出
す
幻

想
的
な
世
界
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、

外
務
省
や
国
土
交

通
省
、
千
葉
県
、

茨
城
県
な
ど
が
後

援
。
堂
本
知
事
も

会
場
を
訪
れ
、
能

を
鑑
賞
し
ま
し

た
。

ッカーを遊ぼう
キッズサッカーコミットサ

　第一山倉小学校の 6 年生 23 人が 5 月 31 日、新里の谷津田でヘイ
ケボタルの幼虫 1500 匹を放流しました。
　これは、ホタルなど身近な野生生物が住むふるさとの原風景を残そ
うと活動している「山田ほたるの里・保全育成協議会」（会長　長嶋
敏夫さん）の呼びかけで行われたもので、今年で 3 回目となります。
　児童たちは「ほたるの里」メンバーの武智隆さんが飼育した

5 ～ 8 ㍉の幼虫を手渡されると興味深
そうに観察した後、慎重に放流しま
した。幼虫は 7 月中旬ごろには成虫
となり、光を放つ姿を見ることがで
きるそうです。
　「ほたるの里」では、7 月 17 日㈷に
ホタルの観賞会を開催します。詳し
くは山田町商工会（☎ 78-2504）へ
問い合わせください。

　八坂神社方向に人の流れを誘導し、この地区を活性
化しようと 6 月 4 日、佐原本宿地区の守護神である八坂
神社の境内で小江戸佐原の骨董市が行われました。
　境内には生活雑貨を中心とする骨董商が 20 店のほか
食料品を扱うふるさと産品コーナー、模擬店が軒を連ね、
市が始まるころには大勢の人が境内を埋め尽くしました。
　この日に訪れた人は、約 2000 人で 6 割が市外からのお
客さんでした。小江戸佐原の骨董市は毎月第 1 日曜日に
開催しています。次回は 7 月 2 日です。

想的な世界を表現
能BORDER幻

　

佐
原
河
川
敷
自
由
広
場
の
サ
ッ

カ
ー
場
で
6
月
4
日
、
市
内
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
教

室
﹁
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
コ
ミ
ッ
ト
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
間

近
に
控
え
て
サ
ッ
カ
ー
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。　

　

外
遊
び
や
集
団
で
の
遊
び
が
減

少
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
通
じ
、
多
く
の
人
た

ち
と
関
わ
り
な
が
ら
外
で
思
い
っ

き
り
＂
遊
ぶ
＂
こ
と
の
楽
し
さ
を

体
験
し
、
元
気
で
た
く
ま
し
い
子

ど
も
を
育
て
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
と

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
県
内
各
地
で
サ
ッ
カ
ー

の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

香
取
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
の

東
さ
ん
は
﹁
子
ど
も
た
ち
が
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
こ
と
で
少

し
で
も
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
れ
ば
﹂
と
、
こ
う
し
た
教

室
が
サ
ッ
カ
ー
振
興
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
し

た
。

▲教室を前にインストラクターの話を聞く子どもたち

▲「大きく育って、しっかり光って」と願いながら放流する児童たち

▲森に囲まれた舞台で能を上演

▲

能を鑑賞する堂本知事と宇井市長

▲掘り出し物を見つけようと多くの人が品定めをする骨董市会場

▲小さな幼虫をじっと観察する児童
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サークル
仲間

サークル
仲間

わ 和 輪

【まちかど通信】

ャクヤクで思いやりの心を
人権の花運動シ

光
大
使
ミ
ス
あ
や
め
決
定

水
郷
佐
原
あ
や
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

観

▲ミスあやめに選ばれた菅谷佳美さん ( 左 )、星野恭子さん ( 中央 )、松田かおりさん ( 右 )

▲北佐原小学校の児童たち

学生はサッカー親善大使
ジュニア親善大使が市長を訪問中

　
﹁
人
権
の
花
運
動
﹂
感
謝
状

贈
呈
式
が
6
月
2
日
に
小
見
川

東
小
学
校
、
6
日
に
は
北
佐
原

小
学
校
で
行
わ
れ
、
千
葉
地
方

法
務
局
長
と
千
葉
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
長
か
ら
の
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち

が
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
花

を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
命
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

い
る
運
動
で
す
。

　

平
成
17
年
度
実
施
校
の
両
校

の
児
童
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
協

力
し
な
が
ら
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
育

て
て
い
ま
す
。

▲小見川東小学校の児童たち

　

小
野
川
に
か
か
る
樋と

よ

橋
を
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
に
6
月
4
日
あ
や

め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
野
川
の
両
岸
に
は

出
店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は

﹁
恵え

す

み

か

い

壽
美
會
﹂
に
よ
る
佐
原
ば
や

し
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
初
夏

の
陽
気
の
中
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ス
あ
や
め
コ
ン
テ
ス

ト
も
開
催
さ
れ
、
見
物
客
か
ら
は

﹁
こ
っ
ち
向
い
て
ー
！
﹂﹁
私
は
あ

の
子
が
選
ば
れ
る
と
思
う
よ
﹂
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
の
11
人
は

趣
味
や
特
技
、
意
気
込
み
な
ど
を

審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
。
審
査
の
結

果
、
ミ
ス
あ
や
め
に
菅
谷
佳
美
さ

　サッカーのワールドカップドイツ大会に派遣される「ジュニア親
善大使」に選ばれた市内の中学生、谷田川喜恵さん（佐原第五中 1
年）と大網勝宗さん（佐原中 1 年）が 6 月 10 日の出発を前に市長
を訪問しました。
　幼なじみの 2 人は清涼飲用水メーカーと日本代表中田英寿選手
が企画する「ジュニア親善大使」に応募。中田選手らが審査した結
果、3678 人の中から 18 人の親善大使の一員として選ばれました。
　宇井市長は、応募の時に 2 人が作成したワールドカップ出場国
のレポートを見て「ぱっと見て目を引く作品ですね。こういうとこ
ろが審査員の目に留まったのでしょう」と感心していました。
　2 人は、世界中から集まる親善大使と交流したほか日本対オース
トラリア戦で選手を先導し国旗を持って入場する「フラッグベア
ラー」として活躍しました。

▲市長の質問に笑顔で答える谷田川さん（左）と大網さん（中央）

▲参加者と一緒に懐メロを合唱するあやめバンドの皆さん

ん
（
久
保
）、星
野
恭
子
さ
ん
（
九

美
上
）、松
田
か
お
り
さ
ん（
荒
北
）

の
3
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
3
人

は
、
7
月
か
ら
1
年
間
、
あ
や
め

キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
市
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
、
香
取
市
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

▲恵壽美會による樋橋での演奏

　今回紹介するのは、あやめバン
ドの皆さんです。
　同会は、退職した人たちが「仲
間づくりをしたい、老後の楽しみ
を」と集まったのがきっかけで誕
生し今年で 18 年目を迎えます。
　活動内容は療養音楽。毎週金曜
日に房総の会から派遣された高橋
良志江先生の指揮と斉藤とよ先生
のキーボード指導で練習をしてい
ます。
　月に 1 度は老人施設に慰問に
行き、施設のお年寄りと一緒に演
奏したり懐メロを歌ったりするそ
うです。
　「療養音楽とは、楽器を使うこ
とでリハビリになり、大きい声で
歌うことで呼吸器、肺に刺激を与

え脳の活性化につながる」と代表
の根本さん。
　取材の日も社会福祉協議会が谷
中集会所で実施しているミニデイ
サービス事業に招かれた同会は、
参加者たちと一緒に歌い、演奏。
参加者は、懐かしい歌に若いころ
を思い出したかのように生き生き
と歌を口ずさんでいました。
　「私たちもお年寄りが喜んでく
れるのでとてもうれしいです」と
会員の皆さん。
　同会では、会員を募集していま
す。音楽が好きな人なら大歓迎。
未経験者、老若男女どなたでもＯ
Ｋだそうです。

【問い合わせ】  あやめバンド
代表根本佳代子　☎（55）0685

療養音楽で健康・長生き
あやめバンド

■練習日時　毎週金曜日　1�時から15時
■活動場所　佐原中央公民館第4研修室
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暮
ら
し
の

情
報

2006. July

7
月

健 康
保健師／岡野 あけみ

健 康うつ病は適切な治療と休養が必要

【暮らしの情報】

　　

市
で
は
、
平
成
19
年
4
月
1

日
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

一
般
行
政
職　

上
級

■
採
用
予
定
数　

若
干
名

■
受
験
資
格　

次
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
人

①
昭
和
51
年
4
月
2
日
か
ら
60

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
）
を
卒
業
し
た
人
（
平
成

19
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む
）

保
健
師
職

■
採
用
予
定
数　

2
人

■
受
験
資
格　

昭
和
51
年
4
月

2
日
か
ら
61
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
保
健
師
の
資

格
の
あ
る
人
（
平
成
19
年
3
月

31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
人
を
含
む
）

保
育
士
職

■
採
用
予
定
数　

1
人

■
受
験
資
格　

昭
和
53
年
4
月

2
日
か
ら
62
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
保
育
士
の
資

格
の
あ
る
人
（
平
成
19
年
3
月

31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
人
を
含
む
）

■
受
験
手
続　

市
役
所
職
員
課

お
よ
び
各
区
事
務
所
自
治
振
興

課
に
あ
る
申
込
書
に
写
真
を
貼

り
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間　

7
月
31
日
㈪
か

ら
8
月
11
日
㈮
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）
の
8
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は

8
月
11
日
の
消
印
有
効
）

■
試
験
日　

9
月
17
日
㈰

■
試
験
会
場　

佐
原
中
学
校

　

職
員
課　

☎
（50）
1
2
4
0

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
で
は
、
平
成
19
年
4
月
1
日

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
採
用
予
定
数　

若
干
名

■
受
験
資
格　

昭
和
57
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん
）

■
職
務
内
容　

消
防
職

■
受
付
期
間　

7
月
31
日
㈪
か

ら
8
月
11
日
㈮
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）
の
8
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は

8
月
11
日
の
消
印
有
効
）

■
試
験
日　

9
月
17
日
㈰

■
試
験
会
場　

佐
原
中
学
校

■
受
験
手
続　

事
務
局
、
消
防

本
部
総
務
課
、
各
署
（
所
）、

市
役
所
職
員
課
お
よ
び
各
区
事

務
所
自
治
振
興
課
に
あ
る
申
込

書
に
写
真
を
貼
り
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
事
務
局　
　

☎
（55）
1
7
0
0

消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

　　　　
「
最
近
体
力
に
自
信
が
な
い
」

「
外
出
や
人
と
の
交
流
が
減
っ

た
」「
日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ

と
し
た
動
作
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
」。
こ
の
よ
う
な
悩
み
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
人
は

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人

①
週
2
回
、通
所
可
能
な
人（
送

迎
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
体
力
に
自
信
が
な
く
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
人

③
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
人

④
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
上
で

身
体
的
に
支
障
の
な
い
人

（
か
か
り
つ
け
医
の
同
意
書
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
実
施
期
間　

9
月
〜
11
月
の

3
カ
月
間　

週
2
回
実
施

■
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
準

備
体
操
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
整
理
体
操

■
佐
原
教
室

◇
募
集
コ
ー
ス　

①
9
時
30
分

〜
11
時
30
分　

②
13
時
30
分
〜

15
時
30
分

◇
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
程
度

◇
場
所　

佐
原
シ
ニ
ア
健
康
プ

ラ
ザ

■
栗
源
教
室

◇
募
集
コ
ー
ス　

9
時
〜
11
時

◇
定
員　

8
人
程
度

◇
場
所　

栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

■
募
集
期
間　

7
月
10
日
㈪
〜

14
日
㈮　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
、
面
接
・
受
付
。
申
し
込
み

は
本
人
に
限
り
ま
す
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
3
5

　

健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
1
4
2

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
0
0
0

　　　

現
在
、
交
通
事
故
の
多
発
や

外
科
手
術
な
ど
に
よ
り
、
多

量
・
長
期
に
わ
た
る
輸
血
を
必

要
と
す
る
患
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
献
血
は
血
液
成
分
の

結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、

健
康
管
理
の
お
手
伝
い
に
も
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
成
分
献
血
も
実
施
し

ま
す
。
希
望
者
は
前
日
ま
で
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

7
月
13
日
㈭　

10
時

〜
11
時
45
分
・
13
時
〜
16
時

■
場
所　

小
見
川
文
化
会
館　

　
　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
1
5

■
対
象　

社
会
人（
参
加
無
料
）

■
日
時　

7
月
30
日
㈰　

8
時

30
分
（
雨
天
時
8
月
6
日
㈰
）

■
場
所　

佐
原
庭
球
場

■
種
目　

一
般
男
子
・
一
般
女

子
・
シ
ニ
ア
男
子
・
シ
ニ
ア
女

子
ほ
か

　

7
月
12
日
㈬
ま
で
に
体
育
協

会
事
務
局
へ
☎

（55）
0
0
0
3

　

犯
罪
や
非
行
を
防
ぎ
、ま
た
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
更
正
す

る
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
市
の
各
区
で

保
護
司
の
皆
さ
ん
が
呼
び
か
け

を
行
い
ま
す
。
互
い
に
支
え
合

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
。

　

健
康
福
祉
課
☎

（50）
1
2
5
2

■
日
時　

7
月
15
日
㈯　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も
。

　

千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

林　

☎
（55）
1
0
1
2

■
日
時　

8
月
9
日
㈬
・
10
日

㈭　

9
時
30
分
〜
17
時

■
場
所　

横
芝
光
町
文
化
会
館

（
横
芝
光
町
横
芝
9
2
2
の
1
）

■
受
講
定
員　

1
3
0
人
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
受
講
料　

6
0
0
0
円

■
受
付
期
間　

7
月
11
日
㈫
〜

31
日
㈪

■
申
し
込
み　

〒
2
6
0
の

0
8
0
1　

千
葉
市
中
央
区
仁

戸
名
町
6
6
6
の
2　

㈳
千
葉

県
消
防
設
備
協
会　

☎
0
4
3
（
2
6
8
）
6
0
3
3

　

0
4
3
（
2
6
8
）
7
1
1
8

■
そ
の
他　

受
講
申
込
書
は
消

防
組
合
管
内
消
防
署
（
所
）
で

募集

お知らせ

保健師　／　寺島雅代

　

青
葉
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
ひ
と
つ

気
分
が
優
れ
な
い
と
い
う
人

は
い
ま
せ
ん
か
。

　

現
代
人
は
ス
ト
レ
ス
の
塊

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心

に
負
担
が
か
か
る
理
由
も
さ

ま
ざ
ま
な
ら
、
解
消
方
法
も

十
人
十
色
で
す
。
自
由
に
使
え
る
時
間
を

少
し
で
も
作
り
元
気
な
う
ち
に
休
む
。
自

分
に
あ
っ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
仕
方
を
工

夫
し
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、憂ゆ

う
う
つ鬱

な
感
じ
や
眠
れ
な
い
、

何
か
を
す
る
の
が
お
っ
く
う
な
ど
の
症
状

が
続
く
と
き
は
「
心
の
か
ぜ
」
と
も
い
わ

れ
る
う
つ
病
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
う
つ
病
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
あ
り
、
最
近
は
若
者
や
中

高
年
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

前
記
の
症
状
の
ほ
か
に
も
食
欲
が
な

い
、
頭
痛
、
だ
る
さ
な
ど
と
し
て
現
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
て
も
つ
ら
い
状
態

で
あ
り
、
本
人
の
頑
張
り
や
気
の
持
ち
よ

う
で
治
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体

の
か
ぜ
を
治
療
す
る
よ
う
に
適
切
な
治
療

と
休
養
が
必
要
で
す
。
し
か
し
元
気
が
な

い
と
、
本
人
も
家
族
も
ど
う
に
か
し
て
何

か
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
焦
る
気
持
ち
が
出

て
来
が
ち
で
す
。

　

ま
ず
、
つ
ら
い
状
態
が
あ
る
の
な
ら
受

診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ま
で
は
「
特

別
な
病
気
」
と
考
え
が
ち
だ
っ
た
う
つ
病

を
は
じ
め
、
心
の
病
気
を
誰
に
で
も
起
こ

る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
考
え
、
相
談
機

関
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と

も
に
周
囲
の
人
の
理
解
と
見
守
り
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
本
人
の
こ
と
を
思
う
あ
ま
り

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
た

く
な
り
が
ち
で
す
が
、
ま

ず
は
ゆ
っ
く
り
と
心
と
身

体
を
休
ま
せ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

何
よ
り
も
軽
く
考
え
な

い
で
治
療
に
専
念
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

は
す

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者

香
取
市
職
員

消
防
職
員

献
血
に
ご
協
力
を

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動

日
本
水
郷
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会

建
築
無
料
相
談

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス
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Event Schedule

【暮らしの情報】

ひ
じ
き
と
切
り
干
し
大
根
の
サ
ラ
ダ

　

ひ
じ
き
や
切
り
干
し
大
根
は

煮
る
だ
け
で
は
な
く
、
季
節
の

野
菜
と
一
緒
に
サ
ラ
ダ
に
し
て
、

切
り
干
し
大
根
の
歯
ご
た
え
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
市
販
の
お

好
み
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
利
用

し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ひ
じ
き
や
切
り
干
し
大
根
な

ど
の
乾
物
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
分
、
食
物
繊
維
な
ど
が
豊
富

な
食
材
で
す
。
保
存
で
き
る
の

で
常
備
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
ひ
じ
き
は
約
20
分
、
切
り

干
し
大
根
は
10
分
水
に
つ
け

て
戻
す
。

②
セ
ロ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
き
ゅ

う
り
は
5
㎝
長
さ
の
細
め
の

千
切
り
に
す
る
。

③
①
を
熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
、

水
気
を
絞
る
。

④
調
味
料
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
作
り
②
③
を
あ
え
る
。

石
橋
洋
子

栄
養
士

作
り
方

〇三越左千夫展
　7月7日（金）〜16日（日）
〇東総マンガ展
　7月22日（土）・2�日（日）
〇香取郡市歯の衛生図画・ポスター優秀作品展 
　7月25日（火）〜8月4日（金）

〇小中学校体操大会　7月1日（土）
〇夏季婦人佐原地区バレーボール大会
　7月2日（日）
〇中学校体操大会　　7月21日（金）
〇中学校柔道大会　　7月21日（金）
〇中学校剣道大会  7月22日（土）・2�日（日）
〇市民バドミントン大会　7月�0日（日）

〇大河流寛園会舞踊発表会
　7月1日（土）10時〜
〇山葵の会舞踊発表会　
　7月1日（土）10時�0分〜
〇昇月連合民謡舞踊大会
　7月9日（日）9時�0分〜
〇サマーコンサート2006
　ヤマハ音楽教室ピアノ発表会
　7月22日（土）12時�0分〜
　7月2�日（日）12時�0分〜

〇えほんのじかん
　7月2日・9日・16日・2�日・�0日（毎週日曜日）
　14時〜　4歳以上対象
〇おはなしのじかん
　7月1日（土）14時〜　小学生以上対象
　マーシャとくま　かえるのかさやさん　
　手にひらをたいように　さる

〇小見川文化協会カラオケ発表会
　7月2日（日）10時〜

〇サマーナイトコンサート
　7月1日（土）19時〜

配
布
し
て
い
ま
す

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

　

沖
縄
県
全
域
、
奄
美
群
島
、

ト
カ
ラ
列
島
、
小
笠
原
諸
島
の

各
地
域
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
の
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る
病
害
虫
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

病
害
虫
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
対

象
病
害
虫
・
そ
の
寄
主
と
な
る

植
物
を
本
土
へ
持
ち
込
む
こ
と

は
法
律
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
違
反
す

る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

横
浜
植
物
防
疫
所

☎
0
4
5
（
2
1
1
）
7
1
5
5

■
試
験
種
類　

一
般
毒
物
劇
物

取
扱
者
試
験
・
農
業
用
品
目
毒

物
劇
物
取
扱
者
試
験
・
特
定
品

目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日　

8
月
2
日
㈬　

13

時
30
分
〜

■
場
所　

千
葉
経
済
大
学
（
千

葉
市
稲
毛
区
轟
町
3
の
59
の

5
）

■
願
書
受
付
日　

7
月
12
日

㈬
・
13
日
㈭　

各
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
・
13
時
〜
16
時

■
申
し
込
み　

千
葉
県
教
育
会

館
3
0
4
会
議
室
に
願
書
を
直

接
持
参

■
願
書
配
布
場
所　

各
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
県
薬
務
課

　

県
薬
務
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
6
1
8

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯

罪
を
行
っ
て
逃
走
中
の
指
名

手
配
被
疑
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
者
を
逮

捕
す
る
た
め
全
国
警
察
の
総
力

を
挙
げ
て
追
跡
調
査
を
行
い
ま

す
。
指
名
手
配
被
疑
者
を
早
期

逮
捕
し
事
件
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
捜
査
活
動
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
み
か
け
た
り
、
そ
の
被

疑
者
に
関
す
る
情
報
を
ご
存
じ

の
人
は
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
不
審
な
人
や
車
を
見

か
け
た
場
合
は
深
夜
早
朝
を
問

わ
ず
1
1
0
番
通
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
連
絡
先　

1
1
0
番
ま
た
は

香
取
警
察
署　

☎
（54）
0
1
1
0

　

な
お
、
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別

手
配
に
つ
い
て
の
情
報
は
次
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
（
0
1
2
0
）
0
0
6
0
2
4

■
日
時　

7
月
8
日
㈯　

開
場

13
時　

開
演
13
時
30
分

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館
（
入

佐原中央公民館 ☎（55）1151

祭
り

　

夏
の
早
朝
、
天
に
向
か
っ
て

凛り
ん

と
伸
び
る
花
茎
の
先
に
優
美

な
大
輪
の
花
が
開
く
ハ
ス
。

　

植
物
園
で
は
、
大
賀
蓮
や
、

舞ま
い
ひ
れ
ん

妃
蓮
、
南
京
か
ら
贈
ら
れ
た

中
国
種
な
ど
が
次
々
と
花
を
咲

か
せ
、
白
・
紅
・
ピ
ン
ク
の
花
々

が
幻
想
的
な
世
界
を
作
り
出
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

7
月
8
日
㈯
〜

8
月
6
日
㈰　

8
時
〜
16
時

早
朝
観
蓮
会

■
日
時　

7
月
9
日
㈰
・
16
日

㈰
・
17
日
㈷
・
23
日
㈰
・
30
日
㈰
・

8
月
6
日
㈰　

各
日
6
時
開
園

　

ハ
ス
の
花
は
夜
明
け
と
と
も

に
ほ
こ
ろ
び
始
め
、
昼
前
に
は

閉
じ
て
き
ま
す
。
涼
し
い
朝
の

う
ち
に
ハ
ス
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
早
朝
観
蓮
会
を
行
い
ま
す
。

ハ
ス
博
士
の
解
説
会

■
日
時　

7
月
17
日
㈷
・
30
日

7
月
8
日
㈯
～

8
月
6
日
㈰

㈰　

8
時
か
ら
1
時
間
程
度　

　

泥
よ
り
生
ず
る
ハ
ス
の
花
。

ハ
ス
の
不
思
議
、
ハ
ス
の
い
ろ

い
ろ
、
育
て
方
な
ど
、
ハ
ス
博

士
の
う
ん
ち
く
に
ぜ
ひ
耳
を
傾

け
て
く
だ
さ
い
。
質
問
に
も
お

答
え
し
ま
す
。

象ぞ
う
び鼻

杯

　

早
朝
観
蓮
会
で
は
地
酒
を
使

用
し
た
象
鼻
杯
を
振
る
舞
い
ま

す
。
象
鼻
杯
は
、
ハ
ス
の
葉
に

酒
を
注
ぎ
、
茎
か
ら
酒
を
吸
う

も
の
で
、
象
の
鼻
に
見
立
て
て

こ
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。
古
く

か
ら
観
蓮
会
で
行
わ
れ
て
い
る

催
し
で
、
暑
さ
し
の
ぎ
の
清
涼

剤
で
す
。
来
園
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

ハ
ス
茶

　

早
朝
観
蓮
会
を
お
楽
し
み
の

後
は
、
冷
た
い
ハ
ス
の
香
り
茶

や
ハ
ス
の
葉
茶
で
、
の
ど
を
う

る
お
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
象
鼻
杯
・
は
す
茶
）

7
月
9
日
㈰
・
16
日
㈰
・
17
日
㈷
・

23
日
㈰
・
30
日
㈰
・
8
月
6
日

㈰　

6
時
〜
10
時

日
本
一
の
品
種
数

　

水
生
植
物
園
で
は
3
0
0

種
以
上
の
ハ
ス
を
栽
培
し
て

お
り
、
品
種
数
で
は
日
本
一
の

規
模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
二
千

年
前
の
種
か
ら
発
芽
し
た
大
賀

蓮
や
数
千
枚
の
花
弁
を
持
つ

千せ
ん
べ
ん
れ
ん

弁
蓮
（
多た
と
う
れ
ん

頭
蓮
）、
花
の
中
に

も
う
一
つ
花
を
咲
か
せ
た
よ
う

に
見
え
る
重
じ
ゅ
う
た
い
れ
ん

台
蓮
、
八
重
絞
り

の
大だ
い
せ
い
き
ん

洒
錦
な
ど
日
本
で
は
数
少

な
い
貴
重
な
品
種
も
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

水
生
植
物
園
☎
（56）
0
4
1
1

場
無
料
）

■
出
演　

佐
原
小
・
大
倉
小
児

童
、
白
百
合
幼
稚
園
児
な
ど
出

演
者
多
数

　

佐
原
中
央
図
書
館　

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
1
3
4
3

　

東
総
地
域
を
中
心
に
40
年
以

上
活
動
し
て
い
る
社
会
人
バ
ン

ド「
マ
リ
ン
ズ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
」

が
、
た
っ
ぷ
り
と
ジ
ャ
ズ
を
聴

か
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
進
気
鋭
の
お
笑
い

コ
ン
ビ
「
寒
中
水
泳
」
の
ラ
イ

ブ
も
見
逃
せ
な
い
。

　

今
年
も
山サ
ン
タ田
の
夜
は
熱
い
！

■
日
時　

7
月
22
日
㈯　

17
〜

21
時
（
雨
天
時
23
日
㈰
）

■
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

（
入
場
無
料
）

■
出
演　

マ
リ
ン
ズ
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
、
寒
中
水
泳
ほ
か

　

や
ま
だ
元
気
隊
事
務
局

　

自
治
振
興
課
☎

（78）
2
1
1
1

■
期
間　

7
月
1
日
㈯
〜
8
月

19
日
㈯　

9
時
〜
18
時
（
水
曜

日
休
館
）

■
場
所　

ち
ば
醤
油
㈱
特

設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
小
見
川

2
1
9
）　

入
場
無
料

■
内
容　
「
坂
東
太
郎
を
行
く
」

　

利
根
光
影
会　

西
岡　

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
4
8
6

は
す

催し

移
動
禁
止
植
物
等
の

持
ち
込
み
制
限

指
名
手
配
被
疑
者
の

逮
捕
に
ご
協
力
を

利
根
川
下
流
域
の

写
真
展

毒
物
劇
物
取
扱
者

試
験
の
実
施

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

三
越
左
千
夫

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

The Starlight JA
ZZ G

arden

真
夏
の
サ
ン
タ

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

●芽ひじき…………………4 ｇ
●切り干し大根……………6 ｇ
●セロリ……………………10 ｇ
●ニンジン…………………8 ｇ
●きゅうり…………………15 ｇ
●酢……………………小さじ 2
●しょうゆ……………小さじ 2
●砂糖………………小さじ 1/2
●練り辛子…………小さじ 1/4
●サラダ油……………小さじ 2

材料（2人分）

佐原文化会館 ☎（55）1161

佐原中央図書館 ☎（55）1343

香取市民体育館 ☎（55）1290
（旧佐原市市民体育館）

小見川文化会館 ☎（83）6131

山田公民館 ☎（78）4431
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小
学
生
が
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を

放
流
す
る
と
い
う
の
で
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
場
所
は
、

水
穴
と
呼
ば
れ
、
き
れ
い
な
水

が
多
く
わ
き
出
る
谷
津
田
。　

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と

グ
ロ
テ
ス
ク
な
幼
虫
を
大
切
そ

う
に
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
ホ
タ
ル
を
見
た

の
は
い
つ
だ
っ
た
か
？
私
が
小

学
校
の
こ
ろ
（
30
年
前
く
ら

い
？
）
は
、
近
所
の
田
ん
ぼ
で

も
ホ
タ
ル
の
光
を
見
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

き
れ
い
な
川
で
あ
る
こ
と
を
示

す
「
水
の
指
標
生
物
」
と
言
わ

れ
る
ホ
タ
ル
。
変
わ
ら
な
い
風

景
だ
と
思
っ
て
い
て
も
川
は
だ

ん
だ
ん
汚
れ
て
い
る
の
だ
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
放
流
し
た
ホ

タ
ル
の
幼
虫
は
今
月
の
半
ば
に

は
そ
の
元
気
な
光
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。    

（
K
）

地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
え
る

　
　
　
　
　
　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
学
校

学
校
自
慢

1歳
10カ月

☎（55）1070

香
取
人

か
とり
す

File.3

と

日
の
丸
を
胸
に
世
界
と
渡
り
合
う

　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）

【市民のひろば】

●
亀

か
め
や
ま山　

勇ゆ
う
た太

さ
ん

●
實

じ
つ
か
わ川　

英ひ
で
き樹

さ
ん

小
見
川
高
校
3
年（
富
田
）

北
佐
原
小
学
校

パ
パ 

靖
彦
さ
ん
／
マ
マ 

智
子
さ
ん

●
大お

お
に
し西　
威た

け
る瑠

く
ん（
堀
之
内
）

パ
パ 

直
樹
さ
ん
／
マ
マ 

恵
美
さ
ん

パ
パ 

勇
さ
ん
／
マ
マ 

有
希
子
さ
ん

●
髙た

か
は
し橋　

那な

な奈
ち
ゃ
ん（
下
小
野
）

パ
パ 

将
行
さ
ん
／
マ
マ 

恵
里
加
さ
ん

●
菅す

が
や谷　
将ま

さ
き希

く
ん（
志
高
）

イチゴとお兄ちゃんが何
より大好きなの

電車大好き。たくさん電
車を見に行こうね。

那奈はお歌とおえかきが
大好きです！

ミニカーとすべり台と水
たまりが大好きです♥

5
月
21
日
に
行
わ
れ
た

2
0
0
6
国
際
カ
ヌ
ー
レ

ガ
ッ
タ
大
会
で
、
世
界
の

強
豪
相
手
に
4
種
目
で
上

位
入
賞
を
果
た
す
。

○
世
界
大
会
に
臨
ん
だ
と
き
の

率
直
な
感
想
を
⋮

實
川　

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
予

選
で
は
、
落
ち
着
こ
う
と
思
え

ば
思
う
ほ
ど
緊
張
し
て
し
ま

い
、
自
分
の
思
う
よ
う
な
レ
ー

ス
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

亀
山　

監
督
や
コ
ー
チ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
励
ま
し
で
不
安
も
薄

れ
、
落
ち
着
い
て
レ
ー
ス
が
で

き
た
こ
と
が
、
今
回
の
結
果
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

實
川　

決
勝
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
絶
対
に
勝
っ
て
や
る
と
い

う
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。
メ

ダ
ル
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
強
敵
ド
イ
ツ
を

倒
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
気

持
ち
の
良
い
レ
ー
ス
で
し
た
。

　

す
べ
て
が
納
得
の
い
く
レ
ー

ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

を
出
し
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

亀
山　

入
賞
で
満
足
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
遠

征
で
は
上
に
は
上
が
い
る
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
後
の
目
標
は
？

實
川　

海
外
の
選
手
の
レ
ー
ス

な
ど
を
見
て
い
ろ
い
ろ
と
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
次
の
大
会
に
つ
な
げ
、

さ
ら
に
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

亀
山　

改
善
す
べ
き
点
に
集
中

的
な
練
習
を
重
ね
て
、
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

　

目
標
は
、
国
体
優
勝
、
日
本

選
手
権
で
現
役
大
学
生
に
勝
つ

こ
と
、
そ
し
て
将
来
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
行
く
こ
と
で
す
。

▶カヌーのカナディアン種目でペアを組む亀山さん（右）と實川さん
●
空く

が閑　
彩あ

や
か花

ち
ゃ
ん（
高
萩
）

1歳
10カ月

　

私
が
通
っ
て
い
る
北

佐
原
小
学
校
の
自
慢

は
、
た
く
さ
ん
の
自
然

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
校
舎
の
前
に
は
花

が
植
え
ら
れ
、
桜
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
樹
木
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
集
ま
る
鳥
や
虫
。
学
校
の
周
り

に
は
利
根
川
が
流
れ
、
釣
り
を
す
る
人
で
毎
日
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
に
は
緑
色
、
秋
に
は
黄
金
色
の
じ
ゅ
う
た

ん
を
敷
い
て
く
れ
る
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
の
で

す
。
学
校
に
行
く
だ
け
で
、
こ
ん
な
自
然
を
見
ら
れ
る

な
ん
て
す
ご
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
、
北
佐
原
小
学
校
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
一

年
生
か
ら
お
年
寄
り
の
人
た
ち
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

て
、
校
庭
や
公
園
に
作
ら
れ

た
ホ
ー
ル
を
回
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

全
校
1
3
1
人
で
、
各
学

年
1
ク
ラ
ス
し
か
な
い
小
さ

な
学
校
だ
け
ど
、
私
は
、
み

ん
な
仲
の
よ
い
こ
の
北
佐
原

小
学
校
が
、
と
て
も
す
て
き

な
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。

6年
宮
み や た

田　香
か お り

織さん

▲横利根閘
こうもん

門ふれあい公園で行われた『グラ
ウンドゴルフ大会』。おじいさんやおばあさん
は、とても上手でアドバイスしてくれます。

来年、創立100周年を
迎える北佐原小学校

1歳
 10カ月

1歳
10カ月

　　　あなたの花火
21 世紀に残したい私だけの思い出

第 54回水郷佐原花火大会
記念花火の募集
　夏を彩る「第 54回水郷佐原花火大会」
が 8月16日（水）に開催されます。
　市民の皆さんが参加できる花火大会
です。お祝いの記念など思い出に残る
花火をあげてみませんか。
■花火の種類　6号玉から尺玉まで（値
段は13,000 円から）
　7月21日（金）までに花火大会実行委
員会（水郷佐原観光協会）へ

☎（52）6675

8/16㈬

1歳
10カ月

市
立
銚
子
高
校
3
年（
貝
塚
）


